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早
期
着
工
を
陳
情

　
北
越
北
線
に
つ
き
ま
し
て
は
そ
の

後
早
期
着
工
を
目
標
に
運
動
を
続
け

て
お
り
ま
す
が
、
村
山
市
長
は
去
る

八
月
三
十
日
直
江
津
市
、
長
ほ
か
関
係

町
村
長
と
一
般
国
道
二
五
三
号
線
の

改
良
舗
装
化
促
進
と
合
わ
せ
て
北
越

北
線
の
着
工
促
進
の
た
め
三
区
選
出

田
中
（
角
）
代
議
士
、
四
区
選
出
猪

俣
、
塚
田
、
大
竹
各
代
議
土
ら
に
協

力
を
要
請
す
る
一
方
、
建
設
省
、
鉄

道
建
設
公
団
本
社
、
同
東
京
支
社
な

ど
に
陳
情
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
北
越
北
線
に
つ
い
て

建
設
公
団
本
社
、
田
中
理
事
（
前
東

京
支
社
長
）
は
次
の
よ
う
に
語
り
ま

し
た
．

　
「
北
越
北
線
も
昨
年
五
千
万
円
の

予
算
で
一
部
用
地
買
収
を
実
施
し
た

本
年
は
約
二
億
円
の
予
算
で
用
地
買

収
の
ほ
か
、
一
部
着
工
の
予
定
で
あ

っ
た
が
、
路
線
の
勾
配
の
点
で
結
論

十
二
月
頃
正
式
認
可
か

が
長
び
い
た
の
で
二
ヶ
月
も
遅
く
な

っ
た
。
現
在
国
鉄
新
潟
支
社
並
び
に

中
部
支
社
と
支
社
同
志
の
協
議
を
し

て
い
る
。
し
か
し
、
新
潟
支
社
管
内

に
水
害
が
大
規
模
に
お
き
て
い
る
の

で
、
回
答
が
遅
れ
る
こ
と
を
心
配
し

て
い
る
。
こ
の
話
し
あ
い
が
ま
と
ま

る
と
公
団
本
社
と
国
鉄
本
社
と
の
協

議
が
あ
り
、
こ
れ
が
二
ヶ
月
位
か
』

り
、
そ
の
後
運
輸
大
臣
認
可
と
な
る

の
で
、
正
式
の
認
可
が
出
る
の
が
十

二
月
頃
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
起

工
式
を
雪
の
中
で
や
っ
て
も
良
い
が

交
通
等
も
考
え
、
着
工
は
来
年
の
四

月
頃
が
適
当
と
思
わ
れ
る
。

　
予
算
面
に
つ
い
て
は
新
年
度
公
団

と
し
て
千
億
円
台
を
要
望
し
て
い
る

が
、
本
年
の
七
百
五
十
億
円
実
績
か

ら
み
て
容
易
で
な
い
。
北
越
北
線
は

私
が
手
が
け
た
縁
も
あ
り
、
工
事
の

消
化
で
き
る
だ
け
の
予
算
は
つ
け
た

い
」
。

　
次
に
東
京
支
社
に
お
い
て
は
小
川

支
社
長
、
青
木
工
事
部
長
に
面
接
し

ま
し
た
が
、
説
明
に
よ
る
と
「
北
越

北
線
は
上
越
線
の
勾
配
よ
り
ゆ
る
く

十
四
％
に
内
定
し
て
い
る
。
デ
ー
ゼ

ル
も
電
車
も
機
関
車
を
変
え
ず
に
ど

ん
く
通
過
が
可
能
だ
。
折
角
つ
く

る
の
だ
か
ら
立
派
な
鉄
道
と
し
た

い
。
山
は
全
部
ト
ン
ネ
ル
に
な
る
の

で
、
地
下
駅
も
一
、
二
予
定
し
て
い

る
。
ど
ん
な
豪
雪
時
も
心
配
の
な
い

鉄
道
と
な
る
。
六
日
町
側
は
す
で
に

用
地
の
交
渉
に
入
っ
た
が
、
十
日
町

側
も
で
き
た
ら
十
一
月
頃
測
量
に
入

り
、
地
元
の
方
々
に
も
説
明
い
た
し

た
い
予
算
獲
得
に
つ
い
て
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
を
お
願
い
し
た
い
。
東
京
支
社

と
し
て
は
、
東
京
外
環
状
線
と
い
う

大
物
を
抱
え
て
い
る
の
で
、
予
算
の

や
り
く
り
が
大
変
で
あ
る
」
と
語
り

ま
し
た
。

来
春
か
ら
計
画
的
に
巡
回

魚
沼
地
域
に
胃
集
団
検
診
車

　
魚
沼
二
市
三
郡
住
民
の
念
願
で
あ

り
ま
し
た
胃
集
団
検
診
車
「
つ
く
し

二
号
」
が
配
車
に
な
り
、
八
月
七
日

か
ら
巡
回
検
診
を
開
始
し
て
い
ま

す
。　

こ
の
車
は
小
千
谷
市
、
十
日
町
市

及
び
三
魚
沼
十
五
町
村
で
組
織
す
る

魚
沼
地
域
胃
集
団
検
診
協
議
会
に
所

属
し
、
国
県
補
助
及
び
事
業
収
入
に

よ
っ
て
運
営
さ
れ
ま
す
．
検
診
の
対

象
は
原
則
と
し
て
四
十
才
以
上
の
者

職
域
等
で
受
診
す
る
機
会
の
な
い
地

域
住
民
に
重
点
を
お
く
が
、
そ
の
他

受
診
機
会
が
少
な
い
者
、
医
師
が
受

診
を
勧
奨
し
た
者
等
を
考
慮
し
て
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．

　
検
診
車
の
性
能
と
し
て
は
最
新
式

の
胃
集
団
検
診
用
透
視
間
接
撮
影
装

置
．
ク
ー
ラ
i
、
ヒ
ー
タ
ー
そ
の
他

心
電
計
、
眼
底
カ
メ
ラ
等
成
人
病
集

団
検
診
車
と
し
て
必
要
な
器
も
登

載
し
て
お
り
、
今
後
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
当
市
に
は
去
る

八
月
二
十
八
、
二
十
九
日
に
来
市
し

上
新
田
地
区
で
百
三
名
の
検
診
を
実

施
し
、
続
い
て
九
月
、
十
一
月
、
十

二
月
に
来
市
す
る
予
定
で
す
。
市
と

し
て
は
今
年
中
は
従
前
か
ら
特
に
要

望
の
あ
っ
た
地
区
を
テ
ス
ト
的
に
実

施
し
、
来
春
か
ら
計
画
的
に
巡
回
す

る
予
定
で
す
。

　
な
お
実
施
要
領
等
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
．

ω
検
診
車
内
で
バ
リ
ユ
ウ
ム
を
飲
ん

　
で
か
ら
寝
台
に
横
た
わ
り
ま
す
。

　
隣
室
か
ら
遠
隔
自
動
操
作
で
寝
台

　
も
ろ
と
も
ヒ
下
し
て
体
位
を
替
え

　
た
り
す
る
間
に
レ
ン
ト
ゲ
ソ
撮
影

　
が
な
ん
の
不
安
も
な
く
、
明
る
い

　
き
わ
め
て
快
適
な
状
態
で
終
り
ま

　
す
。
こ
の
間
三
～
四
分
で
五
枚
の

　
写
真
を
撮
影
し
ま
す
，

図
一
日
の
検
診
人
員
は
五
十
五
名
で

　
概
ね
午
前
中
に
終
り
ま
す
。

③
受
診
者
は
前
日
夕
食
を
食
べ
て
か

　
食
は
も
ち
論
の
こ
と
水
・
お
茶
、
タ

　
バ
コ
を
の
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

㈹
検
診
の
結
果
は
お
よ
そ
二
週
間
以

⑤
検
診
料
は
六
百
円
の
う
ち
市
負
担

　
が
二
百
円
で
個
人
負
担
四
百
円
。

⑥
妊
娠
し
て
い
る
人
は
医
師
の
特
別

　
の
指
示
が
な
い
か
ぎ
り
検
診
を
う

　
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ら
当
日
検
診
終
了
ま
で
一
切
の
飲
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
内
に
通
知
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
■
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料

。
と
　
き

義
え
ん
金
募
集
中

　
市
社
会
福
祉
事
務
所
で
は
、
八
・

二
八
水
害
の
義
え
ん
金
募
集
を
九
月

二
十
八
日
ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

な
お
今
回
は
義
え
ん
金
だ
け
で
品
物

の
場
合
は
鉄
道
で
は
十
キ
。
未
満
、
郵

け
て
い
ま
す
の
で
直
接
駅
ま
た
は
郵

便
局
へ
差
出
し
て
く
だ
さ
い
。

便
局
で
は
六
キ
・
未
満
と
無
料
で
受
付
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
腿

は
か
り
の
検
査
が
あ
り
ま
す

こ
と
し
か
ら
検
査
手
数
料
徴
収

　
は
か
り
の
定
期
検
査
が
つ
ぎ
の
日

程
で
市
民
体
育
舘
で
行
な
わ
れ
ま
す

が
、
こ
と
し
か
ら
検
査
手
数
料
（
個

々
に
配
付
さ
れ
る
調
査
書
裏
面
記

入
）
が
徴
収
さ
れ
ま
す
。

被害総額約4，300万円
中小河川があばれた八月集中豪雨

路
肩
欠
か
い
三
ヵ
所

　
（
川
原
町
北
原
線
八
耕
、
三
ッ
山

　
線
七
材
、
上
新
田
市
の
沢
線
十

　
耕
）

流
失
　
二
ヵ
所

　
（
東
枯
木
又
線
十
五
材
、
入
山
線

　
暗
．
渠
一
）

　
　
　
　
　
計
三
百
九
十
万
円

3
河
川
．

堤
防
護
岸
欠
か
い
　
六
ヵ
所

　
（
上
大
井
田
川
二
十
駐
、
飛
渡
川

　
左
岸
四
十
耐
、
水
無
川
十
五
癖
、

　
最
明
寺
川
十
樹
、
下
大
井
田
川
十

　
厨
、
飛
渡
川
右
岸
七
十
㌶
、
ま
さ

　
く
り
川
十
五
㌶
）

　
　
　
　
　
　
計
九
百
七
十
万
円

4
水
田

土
砂
流
入
埋
ぽ
つ
　
四
十
七
ヵ
所

九
・
三
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
中
条
島
、

北
原
ほ
か
）

冠
水
　
ニ
ヵ
所
　
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
中
条
下
島
、
北
原
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
　
計
七
百
五
十
万
円

水
稲
　
四
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
約
千
七
十
八
万
円

収
穫
皆
無
　
三
・
六
　
〃

七
十
％
　

九
・
二
　
〃

五
十
％
以
上
五
・
二
　
〃

五
十
％
以
下
　
二
五
・
O
〃

減
収
量
七
十
七
・
四
七
ニ
キ
・
グ
ラ

ム
（
五
百
十
六
・
五
石
）

5
水
路

十
ヵ
所
　
二
百
八
十
三
メ
ー
ト
ル
欠

か
い
等

　
（
上
田
原
、
軽
沢
、
新
水
ほ
か
）

　
　
　
　
　
計
四
百
二
十
六
万
円

6
農
道

十
四
ヵ
所
　
百
八
十
四
メ
：
ト
ル

肩
く
ず
れ
、
流
失

　
（
八
幡
、
五
軒
新
田
、
新
水
松
葉

　
坂
線
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
　
計
二
百
五
万
円

7
砂
防

一
ヵ
所
　
百
メ
ー
ト
ル
　
地
す
ぺ
り

　
軽
沢
　
　
　
　
　
計
五
百
万
円

　
　
合
計
四
千
三
百
四
十
九
万
円
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と
こ
ろ

理
　
教
　
室

＋
六
日
“
午
後
一
時
か
ら

二
十
日
“
午
後
七
時
半
か

ら公
民
舘

「
西
洋
野
菜
の
料
理
方
法
」

芽
ば
い
会

幼
児
の
家
庭
教
育

学
級

■■●1“竃””1■■圃”

講とと
　こ
師ろき合

■
　
と
　
　
き

た
。

　
市
災
害
本
部
の
ま
と
め
た
被
害
集

計
は
総
額
四
、
三
四
九
万
円
に
の
ぽ

り
ま
し
た
。

　
各
被
害
の
内
訳
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。

　
【
写
真
は
最
明
寺
川
の
氾
ら
ん
】

1
家
屋
、
床
下
浸
水

田
川
町
公
営
住
宅
附
近
　
十
二
戸

職
業
安
定
所
付
近
　
　
　
　
六
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
計
三
十
万
円

2
道
路

国
道
、
崩
土
一
ヵ
所
　
二
十
立
方
灯

　
（
二
五
三
号
線
八
箇
ト
ソ
ネ
ル
入

　
口
）

県
道
、
崩
土
ニ
ヵ
所

　
（
明
神
、
下
条
停
車
場
線
為
永
地

　
域
百
五
十
立
方
材
、
五
日
町
中
条

　
線
小
貫
地
域
二
十
立
方
㌶
）

　
市
道
、
崩
土
三
ヵ
所

　
（
飛
渡
線
十
五
立
方
癖
、
名
ヶ
山

　
線
八
十
立
方
麿
、
ニ
ッ
屋
線
二
十

　
立
方
㌶
）

　
と
こ
ろ

目一

　
去
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
七
日
に

か
け
て
、
中
魚
地
方
に
集
中
豪
雨
が

あ
り
、
十
日
町
市
は
中
条
地
区
を
中

心
に
中
小
河
川
が
氾
ら
ん
し
道
路
や

堤
防
の
欠
か
い
、
水
田
の
埋
ぽ
つ
、

冠
水
等
か
な
り
の
被
害
が
出
ま
し

，－

◇
定
期
検
査
を
う
け
る
は
か
り

　
取
引
（
売
買
）
ま
た
は
証
明
用
に

使
用
し
て
い
る
は
か
り
、
商
店
、
露

天
商
、
運
送
、
工
場
、
事
業
所
、
農

協
等
で
使
っ
て
い
る
は
か
り
で
す
。

学
校
、
病
院
で
使
っ
て
い
る
体
重
計

は
か
な
ら
ず
う
け
て
く
だ
さ
い
。

九
時
～
午
後
四
時
（
本
町
一
丁
目
上

下
、
本
町
東
西
一
丁
目
、
本
町
二
、

三
丁
目
、
宮
下
東
西
、
諏
訪
町
、
神

明
町
、
水
野
町
、
若
宮
町
）

▽
十
月
十
八
日
H
市
体
育
舘
，
午
前

町
、
川
原
町
、
田
中
町
東
西
、
田
中

町
本
通
り
、
袋
町
東
西
中
、
西
寺
町

泉
町
、
栄
町
）

▽
十
月
十
九
日
“
市
体
育
舘
、
午
前

三
、
四
丁
目
、
関
口
樋
口
町
、
加
賀

糸
屋
町
、
高
田
町
一
、
二
、
三
丁
目

七
軒
町
、
本
町
四
、
五
丁
目
、
西
浦

町
東
西
、
本
町
六
丁
目
）

▽
十
月
二
十
日
H
市
体
育
舘
、
午
前

九
時
～
午
後
四
時
（
駅
通
り
、
旭
町

春
日
町
、
稲
荷
町
一
、
二
’
三
、
四

丁
目
、
八
幡
田
町
、
島
、
江
道
、
猿

倉
津
池
、
軽
沢
、
菅
沼
、
大
池
、

赤
倉
）

▽
十
月
＋
七
日
H
市
体
育
舘
、
午
前
閣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

九
時
～
午
後
四
時
（
学
校
町
、
田
川
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

九
時
之
午
後
四
時
（
昭
和
町
一
、
二
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

十
九
日
午
後
七
時
三
十
分

六
才
児
の
教
育
に
つ
い
て

十
日
町
小
学
校
長
　
柄
沢

栄
氏唱

　
教
　
室

二
十
一
日
、
二
十
八
日
、

い
ず
れ
も
午
後
七
時
三
十

分
～
九
時
三
十
分

公
民
舘

中
学
生
の
家
庭
教

育
学
級

醐
と
き

馳1■■馳巳8重ロIllロ■闘1電1菖n旧ー

と　　　講

き版　師

－“lI8911’蘭■1

　　　講

手　師

と
　
　
き

と
こ
ろ

材
料
費

講
　
師

二
十
二
日
　
午
後
七
時
半

か
ら
「
子
供
の
感
情
発
達

に
つ
い
て
」

学
校
長

画
　
教
　
室

二
十
二
日
　
午
後
七
時
三

十
分
か
ら
「
6
8
年
度
カ
レ

ン
ダ
ー
作
り
」

重
野
桂
二
氏

芸
　
教
　
室

二
十
三
日
午
後
一
時
≧
五

時公
民
舘

「
カ
ギ
編
の
シ
ョ
ー
ル
作

り
」千

円
⊇
千
二
百
円
位

田
村
恭
子
先
生

㎜
　
城
ケ
丘
家
庭
教
育

関
皿
　
学
級

㎝闘
と
　
き
　
二
十
七
日
　
午
後
七
時
三

㎜
　
　
　
　
十
分
か
ら

剛旧
と
こ
ろ
　
公
民
舘

㎜
　
　
　
　
「
子
供
の
情
操
教
育
に
つ

ロ
旧
　
　
　
　
い
て
」

7
師
新
嚢
岡
分
校
斉
藤
和

ロ

一
　
　
　
代
先
生

一292一
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鉄
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三
階
の
寄
宿
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ヨ
リ

　
　
一
駅

　
　
　
一
W

　
　
、
㌔
…

　
　
　
ず
…

　
　
　
㌃

　
　
－
、
M

　
　
　
帰
的

　
　
　
一
”

　
　
一
・

　
　
　
り
あ

　
　
　
訂

　
　
．
．
“

義
合
、
…

町
　
　
、
卿

叢学

瀬

校
舎
の
屋
根
に
消
雪
パ
イ
プ

　
川
治
、
六
箇
、
両
中

学
の
統
合
に
よ
る
南
中

学
校
の
寄
宿
舎
と
校

舎
増
築
工
事
が
い
ま
急

ピ
ッ
チ
で
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
．
教
育
効
果
を

高
め
る
た
め
の
こ
の
統

合
は
本
校
対
本
校
の
画

期
的
な
統
合
で
す
。

　
〔
寄
宿
舎
新
築
〕

　
一
棟
延
九
百
三
十
八

平
方
メ
ー
ト
ル
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階

建
、
舎
室
＋
三
、
そ
の
他

で
百
四
名
収
容
で
き
ま

す
、
去
る
六
月
二
十
日

着
工
十
一
月
末
完
成
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
総
工

費
は
約
三
千
七
百
万
円

で
、
備
品
や
給
食
設
備

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
〔
校
舎
増
築
〕

　
一
棟
二
階
建
四
百
二
十
九
平
方
メ

ー
ト
ル
で
、

築
す
る
も
の
で
、

万
円
の
ほ
か
設
備
費
約
四
＋
万
円
計

約
七
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

同
校
舎
に
学
校
で
は
初
の
試
み
と
し

て
屋
根
に
消
雪
パ
イ
ブ
の
取
付
を
計

画
し
て
お
り
成
果
が
期
待
さ
れ
て
い

2
増
改
築
の
承
諾
に
代
わ
る
許
可
の

　
裁
判
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
の
で

　
す
か

　
借
地
契
約
に
は
ほ
と
ん
ど
全
部
と

い
っ
て
よ
い
く
ら
い

示
す
る
」

に
つ
い
て
は
地
主
の
承
諾
を
要
す

る
」
と
い
う
よ
う
な
特
約
が
な
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
借
地
人
が
増
改
築
し
よ
う

と
す
る
に
は
、
地
主
に
こ
れ
を
承
諾

し
て
も
ら
い
た
い
と
話
を
す
る
わ
け

で
す
が
、
「
そ
れ
は
困
る
」
と
か
「
増
改

築
は
し
て
も
い
い
け
れ
ど
も
承
諾
を

す
る
に
つ
い
て
は
い
く
ら
出
し
て
く

れ
」
と
い
っ
て
金
額
の
こ
と
で
話
合

い
が
つ
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
地
主
と
し
て
み
れ
ば
、
増
改
築

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
完
成
は
九
月
末
の
予
定
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
市
教
委
調
べ
に
よ
る
本
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
工
事
実
施
状
況
は
つ
ぎ
の
と
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
員
住
宅
改
築
（
三
ッ
山
分
校
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
四
万
四
千
円
、
教
員
住
宅
新
築

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珠
田
分
校
）
百
四
万
四
千
円
、
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
員
住
宅
新
築
（
大
池
小
）
二
百
八
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
円
、
教
員
住
宅
新
築
（
吉
田

　
普
通
教
室
四
教
室
を
増
　
小
）
百
九
十
万
円
、
教
員
住
宅
新
築

　
　
　
工
費
六
百
六
十
五
　
　
（
中
条
中
）
四
百
三
十
四
万
円
、
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
員
住
宅
新
築
（
下
条
中
）
四
百
二
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
万
円
、
士
留
（
＋
日
町
小
）
二
十
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
、
図
書
閲
覧
室
新
築
（
十
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
）
二
百
四
十
三
万
円
、
国
旗
掲
揚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塔
九
万
七
千
円
（
十
日
町
小
）
ブ
ー

｛
イ
き
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
さ
れ
る
と
．
借
地
権
の
更
新
を
拒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
だ
と
き
借
地
人
か
ら
建
物
の
買
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
請
求
権
を
行
使
さ
れ
、
そ
れ
だ
け
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
買
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

　
　
　
　
「
増
改
築
を
禁
　
に
な
る
の
で
、
承
諾
を
す
る
に
つ
い

と
か
、
　
「
増
改
築
を
す
る
　
て
は
何
程
か
よ
こ
し
て
く
れ
と
い
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
そ
れ
が
も
っ
と
も
な
こ
と
も
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
解
説
V

ル
新
設
（
中
条
小
）
三
百
五
十
万
円

グ
ラ
ン
ド
整
地
（
中
条
小
）
二
十
万

円
プ
ー
ル
、
グ
ラ
ン
ド
防
護
さ
く
新

設
（
大
井
田
小
）
二
十
七
万
円
、
屋

体
土
台
替
（
新
座
小
）
二
十
七
万
五

千
円
、
整
地
（
飛
一
小
）
十
五
万
円

ブ
ー
ル
さ
く
修
繕
（
川
治
小
）
十

四
万
五
千
円
、
側
溝
整
備
（
川
治

小
）
九
万
円
、
校
舎
修
繕
（
吉
田

小
）
十
一
万
五
千
円
、
プ
ー
ル
さ
く

修
繕
他
（
鐙
島
小
）
二
十
五
万
円
、

校
舎
修
繕
（
真
田
小
）
十
二
万
八
千

円
、
校
舎
修
繕
（
下
条
小
）
十
九
万

六
千
円
、
防
護
さ
く
（
下
条
小
）
十

二
万
五
千
円
　
電
灯
新
設
（
水
沢

小
）
十
二
万
三
千
円
、
プ
ー
ル
さ
く

　
こ
の
よ
う
な
紛
争
を
事
前
に
防
止

し
、
当
事
者
の
利
害
を
調
整
し
な
が

ら
、
合
理
的
な
解
決
を
図
る
た
め
に

増
改
築
の
承
諾
に
代
わ
る
許
可
の
裁

判
の
途
を
開
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。

（
同
第
二
項
）

　
裁
判
所
は
、
借
地
権
者
申
立
に
よ

改
正
借
地
借
家
法

り
ま
す
が
、
不
当
な
承
諾
料
を
よ
こ

せ
と
い
っ
て
い
る
た
め
に
話
が
つ
か

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
か
と

い
っ
て
借
地
人
の
方
で
業
を
煮
や
し

て
増
改
築
を
強
行
し
ま
す
と
、
契
約

を
解
除
さ
れ
て
建
物
収
去
土
地
明
渡

の
訴
訟
を
起
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

②

り
、
一
切
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
地

主
の
承
諾
に
代
わ
る
許
可
の
裁
判
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
の

で
す
。
こ
の
場
合
に
は
、
や
は
り
当

事
者
間
の
利
害
の
衡
行
を
は
か
る
た

め
に
、
地
代
を
変
更
し
た
り
、
変
更

料
や
承
諾
料
支
払
の
貫
行
な
ど
を
考

（
水
沢
小
）
二
十
万
円
、
プ
ー
ル
修

繕
（
水
沢
小
）
三
十
七
万
五
千
円
、

校
舎
修
繕
（
水
沢
小
）
二
十
万
五
千

円
、
校
舎
修
繕
（
馬
場
小
）
二
十
万

円
、
プ
ー
ル
修
繕
（
馬
場
小
）
十
万

円
．
校
地
道
路
舗
装
（
馬
場
小
）
十

四
万
円
、
非
常
階
段
新
設
（
珠
田
分

校
）
十
五
万
円
．
プ
ー
ル
整
備
（
野

中
小
）
二
十
五
万
六
千
円
、
校
舎
修

繕
（
野
中
小
）
十
五
万
二
千
円
、
給

食
施
設
（
水
沢
地
区
）
六
百
十
二
万

円
、
土
留
（
塩
之
又
分
校
）
＋
万
五

千
円
、
教
員
住
宅
修
繕
（
十
日
町

中
）
二
十
四
万
九
千
円
、
便
所
改
築

（
十
日
町
中
）
百
六
十
万
円
、
校
舎

十

一
台
替
（
十
日
町
中
）
四
十
二
万
円

土
留
、
側
溝
整
備
（
十
日
町
中
）
二

十
八
万
円
、
電
灯
線
張
替
（
中
条

中
）
二
十
五
万
五
千
円
、
校
舎
修
繕

（
中
条
中
）
十
二
万
三
千
円
、
グ
ラ

ン
ド
整
備
（
中
条
中
）
二
百
九
十
五

万
円
、
寄
宿
舎
新
築
（
南
中
）
三
千

二
百
十
万
円
、
校
舎
増
築
（
南
中
）

六
百
五
十
五
万
円
、
ス
キ
ー
場
土
留

（
南
中
）
十
五
万
円
、
校
舎
修
繕

（
吉
田
中
）
四
十
一
万
円
、
防
球
さ

く
新
設
（
下
条
中
）
十
五
万
円
、
教

室
電
灯
（
下
条
中
）
十
六
万
八
千
円

屋
体
床
張
替
（
下
条
中
）
八
十
万
円

非
常
階
段
新
設
（
水
沢
中
）
十
五
万

円
、
校
舎
修
繕
（
水
沢
中
）
二
十
万

四
千
円
。
　
　
【
建
設
中
の
寄
宿
舎
】

ゴ
ミ
収
集
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
日
町
、
新
座
、
川
治
な
ど
も

　
市
で
は
去
る
七
月
以
来
春
日
町
、

高
山
地
域
で
ス
テ
ー
シ
ョ
ソ
（
定
時

・
定
点
）
方
式
に
よ
る
ゴ
、
、
、
収
集
を

行
な
っ
て
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
が

こ
の
ほ
ど
ゴ
、
・
・
収
集
車
（
ダ
ソ
プ
）

一
台
の
増
車
に
よ
り
、
同
方
式
の
収

集
区
域
を
拡
大
、
十
一
月
ご
ろ
に
は

市
街
地
全
域
に
採
用
す
る
予
定
で
い

ま
す
。

　
ス
テ
ー
シ
ヨ
ソ
方
式
と
は
、
定
ま

っ
た
場
所
に
き
め
ら
れ
た
時
間
に
ゴ

、
・
・
を
集
め
る
と
い
う
、
極
め
て
合
理

的
な
方
式
で
今
回
拡
大
編
入
さ
れ
た

区
域
は
、
新
座
、
四
日
町
新
田
、
四

日
町
、
川
治
、
上
、
中
町
、
内
後
、

下
町
、
山
本
な
ど
で
収
集
車
が
曜
日

を
定
め
て
毎
週
一
回
巡
回
い
た
し
ま

す
の
で
．
つ
ぎ
の
こ
と
に
注
意
し
て

　
　
　
　
　
　
｛
♪
’

慮
し
て
一
定
の
金
曵
の
支
払
を
命
ず

る
こ
と
が
で
ぎ
る
こ
と
に
し
た
の
で

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
裁
判
は
、
契
約
関
係
を
部
分

的
に
は
変
更
す
る
も
の
で
す
が
、
増

改
築
禁
止
の
特
約
そ
の
も
の
を
廃
止

す
る
も
の
で
は
な
く
、
具
体
的
な
当

該
増
改
築
に
限
っ
て
許
可
す
る
も
の

で
す
。

　
こ
の
た
び
の
改
正
に
よ
る
裁
判
は

当
事
者
間
の
契
約
関
係
を
変
更
す
る

形
成
的
の
も
の
で
あ
り
ま
し
て
通
常

の
民
事
訴
訟
と
異
る
性
質
の
も
の
で

す
か
ら
、
非
訟
事
件
と
し
て
、
鑑
定

委
員
会
の
意
見
を
聞
い
て
、
具
体
的

に
妥
当
す
る
裁
判
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
し
た
の
で
す
。

下
さ
髪
。

◎
ス
テ
ー
シ
ヨ
ソ
は
車
の
運
行
に
支

　
障
の
な
い
よ
5
空
地
等
適
当
な
場

　
所
を
選
定
し
て
お
く
。

0
ゴ
、
・
・
は
燃
え
な
い
も
の
と
燃
え
る

　
も
の
と
に
わ
け
て
午
前
九
時
ま
で

　
に
出
し
て
お
く
。

◎
ゴ
、
・
・
は
必
ら
ず
ボ
リ
袋
か
紙
袋
に

　
入
れ
て
お
く
。

◎
収
集
日
以
外
は
ゴ
、
・
・
を
ス
テ
ー
シ

　
ヨ
ン
に
お
か
な
い
こ
と
。

　
　
軌
道
に
乗
っ
た

　
　
栗
園

　
市
内
黒
沢
の
．
栗
園
は
、
こ
と
し
よ

う
や
く
軌
道
に
乗
り
多
収
穫
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
．

　
同
栗
園
は
十
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
本

年
五
・
六
㌧
の
収
穫
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
が
昨
年
半
分
以
上
も
盗
難
に

あ
っ
た
だ
け
に
、
こ
と
し
は
組
合
員

交
替
で
昼
夜
と
も
見
張
り
を
つ
け
て

監
視
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

寄
附
あ
り
が
と
う

　
中
林
教
育
長
さ
ん
は
、
病
気
全
快

の
た
め
金
三
万
円
を
市
公
民
舘
建
設

基
金
と
し
《
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
先
月
発
行
号
外
の
四
十
二
年
度
聞

般
会
齢
予
算
の
概
要
を
つ
ぎ
の
と
お

リ
訂
正
し
ま
す
。

出才入才

市　　　　税 354，559千円 35％　教　育　費 210，391｛円 21％

地方交付税 217，441 ％　　民　生　費 155，639 15

国県支出金 193，583 19総一警1581319 16

市　　　　債 89，700 9　　土　木　費 151，9（渥 15

諸　収　入 42，090 4　　農林水産業費 79，174 　8
忙8

詣＿　
5

そ　の　他 111，540 11　商　工　費 82，013

衛　生　費 527032

消　防　費 46伊691 5
公　債　費 47，452 5
そ　の　他 25，038 2

計 1，008，913 100　　　計 1，008，913 100

八
・
二
八
水
害
被
災
者
に

県
税
の
特

　
謹
ん
で
水
害
の
お
見
舞
い
を
申
し

あ
げ
ま
す
。
被
災
者
の
方
の
県
税
に

つ
い
て
は
次
の
特
別
措
置
を
行
な
い

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

納
期
限
の
延
長

　
八
月
二
十
八
日
か
ら
九
月
三
十
日

ま
で
の
間
に
申
告
、
申
請
、
納
税
等

を
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
、
そ
の
期
限
を
十
月
三
十
一

日
ま
で
の
範
囲
内
で
延
長
さ
れ
ま

す
，

別
措
置

轟
覇

　
　
版
画
王
国
・
日
本
、
と
い
わ
れ
る

　
ほ
ど
、
日
本
の
版
画
は
国
際
的
に
も

　
重
要
な
位
置
に
あ
り
ま
す
。
「
版
画
」

　
と
い
う
と
、
私
た
ち
は
す
ぐ
歌
麿
を

　
代
表
と
す
る
浮
世
絵
を
思
い
う
か
べ

閣㎜
享
．
た
し
か
に
、
そ
の
伝
統
が
日

－
本
の
版
画
を
国
際
舞
台
に
の
し
あ
げ

編

　
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
代
版
画
は

日
も
っ
と
自
由
な
、
い
わ
ば
絵
画
的
創

罎
　
造
の
世
界
に
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
今

繍
日
本
の
版
画
は
「
浮
世
絵
」
を
の
り

　
こ
え
て
、
数
々
の
国
際
大
賞
を
受
け

朋
一
つ
の
ブ
ー
ム
を
ま
・
き
お
こ
し
て
い

ほ

型
す
．

－
　
少
し
話
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
が

ロ

㎜
こ
れ
が
現
在
の
日
本
版
画
界
で
す
。

嘲
そ
し
て
、
そ
の
中
の
一
人
、
星
裏
一

脚
先
生
（
日
本
版
画
協
会
委
員
、
六
日

ロ
留
出
身
）
が
、
こ
の
公
民
舘
の
「
版
画

凹　　騙　髄凹

す
の
で
、
と
て
も
創
造
な
ど
お
よ
び

も
つ
き
ま
せ
ん
。
が
、
刀
を
に
ぎ
り

版
を
ほ
り
、
絵
を
す
り
上
げ
る
、
と

い
う
特
殊
な
作
業
の
中
か
ら
、
せ
X

こ
ま
し
い
日
常
生
活
と
は
別
の
、
心

の
よ
ろ
こ
び
を
あ
じ
わ
う
こ
と
が
で

き
た
ら
、
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
版
画
教
室
は
二
十
二
名
で
、

年
令
は
十
代
か
ら
六
十
代
の
老
若
男

女
。
職
業
的
に
は
、
教
師
や
保
母
、

主
婦
、
店
員
、
織
物
業
、
図
案
業
、

大
工
な
ど
多
種
多
様
で
、
こ
れ
が
こ

の
教
室
の
特
色
で
あ
り
、
た
の
し
さ

で
も
あ
り
ま
す
。

　
又
、
内
容
的
に
は
．
誰
で
も
し
た

L
め
る
よ
う
に
、
家
庭
的
な
も
の
日

常
的
な
も
の
を
中
心
に
す
N
め
て
い

ま
す
。
今
年
の
計
画
は
次
の
通
り
で

す
。■

暑
中
見
舞
状
製
作
（
四
’
五
、
六

　
月
）

■
版
画
展
作
品
製
作
（
七
、
八
月
）

■
一
九
六
八
年
版
カ
レ
ン
ダ
ー
製
作

　
（
九
、
十
、
十
一
月
）

■
一
九
六
八
年
賀
状
製
作
（
十
二
月
）

■
雪
祭
ス
タ
ソ
プ
製
作
（
一
、
二
月
）

だ
れ
で
も
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
の
し
い
版
画

ロ

皿
教
室
」
を
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

ハ

麗
ま
す
。

■
　
　
先
生
は
以
前
、
仕
事
の
関
係
で
ち

騰
よ
い
ち
ょ
い
十
日
町
に
お
い
で
に
な

一

　
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

一
世
界
的
な
方
を
そ
の
ま
、
に
し
て
お

　
く
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
、
浜
常
司

闘
氏
（
故
人
）
や
重
野
桂
二
氏
な
ど
町

　
の
有
志
に
よ
っ
て
話
が
す
x
め
ら

■
れ
、
公
民
舘
が
お
手
伝
す
る
と
い
う

　
こ
と
で
、
二
年
前
に
こ
の
公
民
舘
版

ロ

聞
画
教
室
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
　
ま
だ
生
ま
れ
て
問
の
な
い
教
室
で

馴1■■

　
な
恥
、
災
害
救
助
法
適
用
市
町
村

域
内
の
被
災
者
の
方
は
、
申
請
の
手

書
を
添
付
し
た
申
請
書
を
財
務
事
務

　
個
人
事
業
税
、
不
動
産
取
得
税
、

自
動
車
税
な
ど
に
つ
い
て
も
減
免
さ

だ
さ
い
。
　
（
＋
日
町
財
務
事
務
所
）
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

及
び
財
務
事
務
所
長
の
指
定
し
た
地
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

続
き
は
い
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
他
の
鵬

地
域
の
被
災
者
の
方
は
、
被
災
証
明
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷹

所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

れ
ま
す
か
ら
申
請
手
続
き
を
し
て
く
脚

　
そ
の
他
に
、
春
、
秋
の
ス
ケ
ッ
チ

旅
行
や
展
覧
会
も
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。■

教
室
の
あ
る
日
は
、
毎
月
第
一
、

　
第
三
金
曜
日
、
夜
七
時
乏
九
時

■
会
場
は
公
民
舘
図
書
室

圏
指
導
は
重
野
桂
二
氏
（
星
先
生
は

　
今
は
都
合
で
年
二
、
三
回
し
が
み

　
え
ら
れ
ま
せ
ん
）

■
材
料
と
し
て
は
刀
、
パ
レ
ソ
（
一

　
式
約
干
五
百
円
）
そ
の
他
に
は
板

　
は
ベ
ニ
ヤ
（
シ
ナ
の
木
）
紙
（
鳥

　
の
子
）
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
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